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表紙の写真：生命のにぎわい調査団平成２８年度写真コンテストの最優秀作品 
 
「セミを吞んだシュレーゲルアオガエル」              撮影：吉田 勇（千葉市） 
【撮影者のコメント】 高さ 1.5m ほどの枝先で、セミを捕まえたシュレーゲルアオガエルに遭遇しました。
うまく呑み込めず、しばらくこの姿勢で悪戦苦闘していましたが、ついにあきらめて吐き出してしまいまし
た。 
 
 
 
裏表紙の写真：生命のにぎわい調査団平成２８年度写真コンテストの優秀作品 
 
「重いっす・・・！（オオタカ）」                撮影：高見 等（大網白里市） 
【撮影者のコメント】 早朝の田んぼになにやら大きな生物が・・・。よく見るとオオタカが獲物を押さえ
つけて、これから食事と言うところです。カラスなどが集まる中、獲物のダイサギを持ち去ろうとしますが、
水と泥の重さと水の抵抗も有り上手くいきません。 
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はじめに 

 
平成２８年度はいくつかの主要事業について、その方向性を定める重要な年となりま

した。 
その一つは、特定外来生物カミツキガメの防除事業に関するものです。前年度に行っ

た増加傾向にあるとのカミツキガメの個体数推定の結果を受けて、これまでの防除事業

を見直し、新たな展開を検討するため、外来種防除の知見を有する専門家等から成るカ

ミツキガメ防除検討会を開催しました。その検討結果をもとに、年度末にはカミツキガ

メの根絶に向けた基本戦略・ロードマップを作成し、併せてカミツキガメ防除実施計画

書を改訂しました。 
また、平成２９年２月１日にはカメ類の生態に知見を有する任期付職員と嘱託職員を

それぞれ１名採用し、カミツキガメ防除の人的体制も整備しました。 
もう一つは、絶滅危惧種ミヤコタナゴに関するものです。平成２６、２７年度と開催

してきた一連のシンポジウムのまとめとして、平成２９年１月１９日に秋篠宮殿下の御

臨席を賜り、淡水魚保全シンポジウムと題して、ミヤコタナゴの生息地である、いすみ

市において開催しました。地元関係者や小学校児童の皆さん、県外で淡水魚保全に取り

組む方々等多くの参加を得て、開催することができました。 
県では、今回のシンポジウムを契機として、今後、地元関係者や専門家等と幅広く連

携しながら、ミヤコタナゴの回復に積極的に取り組んでいくこととしています。 
外来種、絶滅危惧種、ともに決まった対応策があるわけではなく、知恵を絞って試行

錯誤を繰り返しながらの展開となりますが、少しでも良い方向になるよう進めてまいり

ます。 
 
 

平成３０年３月       
千葉県環境生活部自然保護課長 野溝慎次 
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 にぎわい現地研修会を開催（場所：銚子市） 

 

 

 

 印西環境フェスタに出展 

 

 

 

企業ネットワーク勉強会を開催（場所：ＡＧＣ旭硝

子千葉工場） 

 

 市川環境フェアに出展 

 

 

 

 浦安環境フェアに出展 

 

 

 

連携大学研究成果発表会を主催（場所：千葉科学大

学）

生物多様性センターの様々な活動 
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淡水魚保全シンポジウムを主催 （場所：いすみ市 

大原文化センター） 

 

 

にぎわいフォーラムを主催（場所：県立中央博物館

講堂） 

 

 

カミツキガメ防除のための任期付職員による、現地

取材の様子 

 

 

 

 

淡水魚保全シンポジウム ポスター発表会場の様子 

 

 

 

企業と生物多様性セミナーを主催（場所：県立中央

博物館講堂） 

 

 

ビオトープ実地講座を主催（場所：県立中央博物館 

生態園） 
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組織・分掌等 

生物多様性センターの概要 
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1 設置の目的 

 生物多様性センターは、平成 20 年 3 月 26 日に策定された「生物多様性ちば県戦略」

の推進を図ることを目的に、平成 20 年４月 1 日に設置されました。 

 

2 設置場所 

生物多様性センターは、千葉県立中央博物館の中に設置されており、中央博物館と連

携をしながら業務を行っています。 

 住所：〒260-8682  

    千葉市中央区青葉町 955-2（千葉県立中央博物館内） 

 電話：043-265-3601  

 FAX ：043-265-3615  

 e-mail : bdc@mz.pref.chiba.lg.jp  

 

3 組織 

 生物多様性センターは、右図のとおり千葉県環境生活

部自然保護課自然環境企画室に属し、下記の分掌にあた

っています。 

 平成 29 年 3 月現在の生物多様性センターの職員は 9

名です。  

 

4 主な分掌 

 生物多様性センターの平成 28 年度の主な分掌は下記のとおりです。 

・生物多様性ちば県戦略の推進に関すること。 

・生物多様性に係る基礎情報の充実・提供に関すること。 

・生物多様性に係る地域等の取組支援に関すること。 

・生物多様性に係る環境学習の推進に関すること。 

・希少野生動植物の保護に関すること。 

・外来生物（アカゲザル、アライグマ、キョンを除く）の対策に関すること。 

・生物多様性についての情報収集、管理、提供に関すること（シンクタンク機能）。 

・生物多様性についての教育普及に関すること。 

・生物多様性の保全・再生・利用のための現場指導に関すること。 

 

5 機能 

 生物多様性センターでは、「生物多様性ちば県戦略」を推進するため、下記の機能を

整備していきます。

自然保護課組織図 
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○生物多様性に関する情報の収集・管理、提供・公開 

・生物多様性に関する各種情報を収集し、提供します。 

・千葉県の保有する生物多様性に関する既存情報を整備し、地理情報システム上で一括

管理します。 

・今後新たに得られた情報についても効率的に収集するシステムを構築し、順次整備し

ていきます。 

・地理情報システム上でデータベース化された情報は、生物多様性の効果的な保全に活

かされます。 

・これらの情報を様々な形式で一般の方から研究者まで広く提供します。 

 

○生物多様性に関する調査研究 

 生物多様性に関する調査研究を推進し、かつ、モニタリング体制を整備します。その

ため、野生動植物の生息・生育状況と経年変化を把握し、地球温暖化等の気候変動や人

間活動が生物多様性に与える影響を探り、対策を研究します。 

 

○シンクタンク機能 

  科学的な根拠に基づき、施策 

の評価、立案、提言を行います。 

 

○生物多様性に関する教育普及 

「生物多様性」及び「生物多様 

性ちば県戦略」の普及・啓発を 

図るため、各種図書の作成をは 

じめ、ニュースレターの発行、 

研修会・講座の開催等を行います。 

 

○生物多様性に関する現場指導 

 野生動植物の保護管理、生態 

系の保全・再生、生物多様性を 

一体的にとらえた地球温暖化対 

策の推進等、現場に即した指導 

・助言を行います 

 

 

 

 



平成 28 年度 活動カレンダー 
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●平成２８（2016）年度 

・平成 27 年度 生命のにぎわい調査団 生物多様性 写真展（トピックス展）が終了 （5/6 まで） 
・平成 28 年度 第１回 生命のにぎわい調査団 現地研修会を銚子市で開催 （5/7） 
・ （巡回展）かまがや環境パネル展 2016 に出展 （5/30-6/13） 
・ （巡回展）船橋市環境パネル展に出展 （6/2-10） 
・ ニュースレター「生命のにぎわいとつながり」No.48 を発行 （5/31） 
・ （巡回展）谷津干潟の日に出展 （6/4） 
・ （巡回展）いちかわ環境フェア 2016 に出展 （6/5） 
・ （巡回展）第 19 回 船橋市環境フェアに出展 （6/11） 
・ （巡回展）いんざい環境フェスタに出展 （6/11） 
・ （巡回展）第 19 回 浦安市環境フェアに出展 （6/12） 
・ヒメコマツ系統保存サポーターの２次募集（団体向け）を開始 （6/16） 
・ （巡回展）ちばし環境フェスティバルに出展 （6/29） 
・ ニュースレター「生命のにぎわいとつながり」No.49 を発行 （7/31） 
・平成 28 年度「授業に役立つ生物多様性研修」を中央博物館で実施（7/22） 
・ （巡回展）エコメッセ 2016 in ちば に出展 （9/22） 
・ 平成 28 年度 第２回 生命のにぎわい調査団 現地研修会を佐原市で開催 （9/24） 
・ （巡回展）第 8 回 かまがや環境フェアに出展 （10/4-13） 
・ （巡回展）いちはら環境フェスタに出展 （10/9） 
・第 17 回 企業と生物多様性セミナーを講堂で開催（10/19） 
・ （巡回展）印旛沼クリーンハイキングに出展 （10/22） 
・第 19 回 NORNAC 調査研究・活動事例発表会（静岡）に参加・発表（10/27） 
・ （巡回展）第 14 回 印旛沼流域環境・体験フェアに出展 （10/29） 
・ （巡回展）第 3 回 自然誌フェスタ千葉に出展 （11/3） 
・ （巡回展）長南フェスティバルに出展 （11/3） 
・ ニュースレター「生命のにぎわいとつながり」No.50 を発行 （10/31） 
・ （巡回展）富里市リサイクルフェアに出展 （11/20） 
・平成 28 年度「千葉県と連携大学との研究成果発表会」を銚子市で開催（11/26） 
・ （巡回展）かしわ環境フェスタ 2016 に出展 （12/3） 
・平成 28 年度 房総のヒメコマツ観察会を君津市で実施（12/3） 
・ 淡水魚保全シンポジウム（ミヤコタナゴ）をいすみ市で実施 （1/19） 
・ ニュースレター「生命のにぎわいとつながり」No.51 を発行 （1/31） 
・ 平成 28 年度「生命のにぎわい調査フォーラム」及び写真コンテストを開催 （3/4） 
・千葉県と連携大学の関係者による連絡会議を開催し、意見交換を実施（3/6） 
・平成 28 年度 生命のにぎわい調査団 生物多様性 写真展（トピックス展）を開催 （3/7-5/7） 
・第 18 回 企業と生物多様性セミナーを講堂で開催（3/15） 
・ 平成 28 年度 ビオトープ実地講座を中央博物館生態園で開催 （3/18） 
・ 千葉県の保護上重要な野生生物 千葉県レッドリスト―植物・菌類編 2017 年改訂版を発行 
（3/24） 
・ ニュースレター「生命のにぎわいとつながり」No.52 を発行 （3/31） 
・ 生物多様性ハンドブック 3 希少な生物を守ろう 第 2 版を発行 （3/31） 
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捕獲されたシャープゲンゴロウモ

１ 絶滅危惧種対策事業 

 絶滅の危機にある状況であっても、その原因や
危急の度合いは様々です。その中でも特に生息・
生育状況が悪化し、積極的な保護がなければ絶滅
する可能性が極めて高い種として、千葉県ではシ
ャープゲンゴロウモドキとヒメコマツ（ゴヨウマ
ツ）が挙げられます。 
 千葉県ではこの 2 種について、地元自治体、関
係 NPO、学識経験者、水族館等で構成される保全
協議会で検討を行い、「千葉県シャープゲンゴロウ
モドキ回復計画」および「千葉県ヒメコマツ回復
計画」を独自に策定しています。平成26年度には、
それまでの成果を踏まえた改訂を行い、保護回復
に向けた取組みを続けました。 
 
○平成28年度の取組 

【シャープゲンゴロウモドキ】 

 シャープゲンゴロウモドキはゲンゴロウモドキ
属の水生昆虫で、千葉県では最重要保護生物（ラ
ンク A）に、環境省のレッドリストでは絶滅危惧
種ⅠA 類に選定されている、全国的に絶滅の危険
性が高い生きものです。 
 特に、千葉県に生息している関東型と呼ばれる
亜種は、かつては関東地方に広く分布していまし
たが、今では千葉県のごく一部の地域で生息する
のみとなっています。そのため、平成 23 年 4 月 1
日には、環境省により「絶滅のおそれのある野生
動植物の種の保存に関する法律（種の保存法）」の
国内希少野生動植物種に指定され、捕獲や譲渡等
が禁止されました。 
 平成 28 年度は、現在の生息地における生息状況
のモニタリングを実施しながら、生息環境の維持 

シャープゲンゴロウモドキ新規確認個体数の推移 

 
管理（草刈や水域の維持）を実施しました。また、
生息環境の創出を行うべく生息地周辺地域での環
境整備など、生息地域と個体数の拡充を進めてい
ます。 
 生息地において確認された成虫の総個体数は
121 個体、そのうち今年新たに確認された個体は
91 個体でした。 
 このように、本種の生息数は年により大きく異
なり、個体群の維持が不安定な状況にあります。
そのため、生息環境の整備と並行して、系統保存
（由来が混ざらないように、個別に行う飼育）を、
鴨川シーワールドの協力を得て継続しています。 
 なお、直接的な捕食や生息環境の破壊により本
種の生息を脅かす、侵略的外来生物のアメリカザ
リガニについては、駆除作業の結果、平成 24 年度
以降生息地周辺では確認されていません。今後も
アメリカザリガニが再度定着することのないよう、
引き続き監視を継続しています。 
 そのほか、関係 NPO による生息地のパトロール、
地元小学校の観察会、各種会合における回復計画
の周知、生息地水源確保のための基礎調査などの
活動を行いました。 
 
【ヒメコマツ（ゴヨウマツ）】 

ヒメコマツは、東北南部以南の太平洋側（本
州・四国・九州）の山地に分布します。最終
氷期には広範に分布していたものが、その後
の温暖化に伴い局所的に残ったと考えられて
いますが、その中でも特に房総丘陵の個体群
は、他から孤立した特異な存在であるだけで
なく、房総半島の植物相や植生の成立を考え
る上で重要な生物です。しかし近年，その個
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ヒメコマツの苗 
 
体数が急速に減少してしまったため、平成 22
年 3 月に千葉県ヒメコマツ回復計画を策定、
平成 27 年３月に改訂し、それに基づいて回復
事業に取り組んできました。 
 平成 28 年度は、継続的に実施しているヒメ
コマツ生育状況・繁殖状況のモニタリングと
共に、東京大学大学院農学生命科学研究科附
属演習林千葉演習林・県農林総合研究センタ
ー森林研究所等によって、系統保存個体の維
持管理、薬剤の樹幹注入による材線虫予防試
験等がおこなわれました。 
 「補強試験」としてかつての自生地への植
栽を平成 23 年度に行った清和県民の森では、
移植苗周辺の草刈りと生育確認を行いました。
植えつけた 28 個体はほぼ順調に生育してい
ました。ただ、シカ食害防止のために設置し
た金網内でウラジロ等のシダが茂ってしまっ
ていたため、これを手で除去しました。 

 また、「試験植栽」として「ちば千年の森を
作る会」の協力のもと補植した君津市豊英の
通称「豊英島」では、生育状況調査の結果、
植栽した 38個体のうち新たに 3個体が枯死し、
生存しているのは 27 個体と分かりました。 

 さらに、ヒメコマツ系統保存事業の一環と
して、長期にわたってヒメコマツ苗を責任を
持って植栽管理し、定期的にモニタリングデ
ータを提供できる個人及び団体（企業、学校、
ＮＰＯ、市町村を含む）を「ヒメコマツ系統
保存サポーター」として募集する事業を、昨
年度から開始しています。 

平成 28 年 2 月に 96 の個人及び団体に 146

本の苗を配布した１次募集に続き、対象を団

体のみとする２次募集を平成 28 年 6 月 16 日
から行い、6 月 20 日～平成 29 年 3 月 31 日ま
でに 26 の団体に 27 本のヒメコマツ苗を配布
しました。 

 また、平成 28 年 12 月 3 日（土）には、ヒ
メコマツ系統保存サポーターを主な対象とし
て、清和県民の森とその周辺のヒメコマツ自
生地で観察会を開催しました。講師は藤平量
郎氏 (房総のヒメコマツ研究グループ・代表)

と尾崎煙雄氏 (千葉県立中央博物館・主任上
席研究員)にお願いしました。 

清和県民の森の急な山道をまず登り、しば
らく尾根道を東へ歩くと最初の観察地点で、2
年前に突然枯死してしまったヒメコマツを観
察しました。さらに歩いて見晴らしのよい尾
根を南下し、道を逸れて急な斜面を木につか
まりながら下りました。岩にしがみつくよう
に曲がって生えた大きなヒメコマツや、一昨
年ようやく樹高 130cm を越えて一人前のヒメ
コマツとして数えられるようになった若木、
尾根にまっすぐ高くそびえたつ成木のヒメコ
マツを見つつ、講師のお二人から千葉県のヒ
メコマツの概況について聞きました。 

参加者は 24 名でした（ヒメコマツ系統保存
サポーター・一般 12 名、ヒメコマツ保全協議
会 4 名、自然保護課・生物多様性センター職
員 8 名）。両回復計画についての詳細は、生物多
様性センターのウェブサイトをご覧下さい。 

http://www.bdcchiba.jp/endangered/endang_inde
x.html 

房総のヒメコマツ観察会 
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２ ミヤコタナゴ保護増殖事業 

ミヤコタナゴは、湧水を水源とする細流や
ため池などに生息するコイ科タナゴ亜科の淡
水魚です。かつては関東地方に広く分布して
いましたが、都市化に伴う生息環境の悪化や
外来種の影響により、現在は千葉県と栃木県
の一部にのみ分布しています。 

ミヤコタナゴのオス 

 
このような状況から、本種は「種の保存法」

に基づく国内希少野生動植物種に指定されて
いるほか、「文化財保護法」に基づき天然記念
物に指定されています。 

生物多様性センターでは、本種の保護増殖
を図ることを目的に、生息状況の把握や生息
水路等の環境維持ならびに個体群の系統保存
等を行っています。 
 
○平成 28 年度の取り組み 

 環境省受託事業「希少野生動植物種保護増
殖事業（千葉県ミヤコタナゴ）」として、県内
で生息地のある茂原市、いすみ市、夷隅郡御
宿町、勝浦市においてミヤコタナゴや産卵母
貝であるイシガイ科二枚貝の生息状況調査を
行いました。 

 
また、生息水路内の環境を維持するため、

水路の補強や不適な植物、外来種等の除去を 
行ったほか、国や関係市町担当者との情報交
換を行いました。 
 ミヤコタナゴの個体群維持については、人
工下での適切な飼育繁殖を行うことができる
施設を持つ千葉県水産総合研究センター内水
面水産研究所、いすみ環境と文化のさとセン
ター、（公社）観音崎自然博物館において、県
内のすべての系統について、生息地ごとに域
外保全（系統保存）を実施しています。また、
鴨川シーワールドとすみだ水族館にも協力い
ただき、人工飼育下における系統保存を推進
しています。 
 
 
○淡水魚保全シンポジウムの開催 

ミヤコタナゴの保全を推進する上で、県民
にミヤコタナゴについての理解を深めていた
だくとともに、保全の機運を高めることを目
的として、平成 29 年 1 月 19 日に、いすみ市
文化会館において、「淡水魚保全シンポジウム 
～ミヤコタナゴが住む美しいふるさとを未来
へ～」を開催しました。 

これは平成 26、27 年度に開催した「ミヤコ
タナゴ保全シンポジウム」に引き続くと同時
に、「ミヤコタナゴ保全シンポジウム実行委員
会（千葉県、環境省、関係市町、地域の保全
団体及び専門家により構成。）」の主催による
ものです。 

本実行委員会は望月 賢二会長（千葉県立中
央博物館・元副館長）、森 誠一副会長（岐阜
経済大学・教授）の下、千葉県が事務局とな
り、本シンポジウムを開催するために設置さ
れました。 

また，シンポジウムは下記の４部構成で開
催されました。 

 
 
第一部 「絶滅危惧種を生かした農村環境

の復活」（基調講演）

ミヤコタナゴが産卵する二枚貝 
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第二部 「全国における絶滅危惧種の保全
の取組と成果」（ポスター発表） 

 
第三部 「ミヤコタナゴのふるさとからの

メッセージ」（児童による発表） 
 
第四部 「ミヤコタナゴと生きる未来：ど

のように守り、活用していくか」（総合討論） 
 

淡水魚保全シンポジウムのチラシ(表面) 

 
 

当日は、秋篠宮 文仁親王殿下の御臨席の下、
県内外からのべ 388 名の方々に参加していた
だきました。 

シンポジウムは、千葉県からの現状報告の
後に、基調講演「第一部 絶滅危惧種を生か
した農村環境の復活」として、高橋 清孝博士
（シナイモツゴ郷の会・副理事長）、阿部 司
博士（ラーゴ生物多様性研究室長／岡山淡水
魚保全研究会）を講師としてお迎えして、各
地域における淡水魚類の保全だけでなく、地
域資源としての活用方法などの先進的な事例

を紹介していただきました。 
次に「第二部 全国における絶滅危惧種の

保全の取組と成果」として、ミヤコタナゴの
生息している県内関係市町（茂原市、いすみ
市、勝浦市、御宿町）や千葉県内外でミヤコ
タナゴや他の絶滅危惧種の淡水魚類の保全等
に関わっている自然保護団体、博物館や大学
を含む研究者等の 26 団体の皆さんに、それぞ
れの取組についてポスター発表により紹介し
ていただきました。 

また、「第三部 ミヤコタナゴのふるさとか
らのメッセージ」として、茂原市、いすみ市、
御宿町の各地域の小学校の児童のみなさんに
発表していただきました。各校での取り組み
をプレゼンテーションにより紹介していただ
いただけでなく、合唱やリレーメッセージを
「ミヤコタナゴの故郷からの声」として届け
ていただきました。 

御宿町立御宿小学校児童による発表の様子 

 
 最後に、シンポジウムの総括として、第一
～三部までの発表を踏まえ、「第四部 ミヤコ
タナゴと生きる未来：どのように守り、活用
していくか」について、コーディネーターの
森副会長を中心に総合討論を行いました。 
パネラーとして、太田 洋 いすみ市長、望月 

会長、宇田川 晴男氏（御宿町ミヤコタナゴ保
存会）に加え、基調講演に登壇いただいた高
橋、阿部両氏にも再度登壇いただき、「ミヤコ
タナゴをどのように活用しながら保全してい
くか」について、会場の皆さんとともに議論
しました。 
 議題の主題としては、「地域経済と豊かな自
然環境保全の両立を目指した取組を目指すこ
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と、それを担うことのできる人材を育成する
こと」の重要性と展望について、いすみ市に
おける先進的な取組を太田市長から、地域に
おける自然保護活動や環境学習等の実際の活
動について、宇田川氏から紹介・提言してい
ただきました。 

さらに、これらの重要性と緊急性について、
ミヤコタナゴの専門家である望月会長から、
今後の展望について提言がありました。 

淡水魚保全シンポジウム 

 
 シンポジウムでは、会場の皆さんとの議論
の中で、このような活動を進めていくための
プラットフォーム作りや具体的な方向性など
に関し、今後、どのように保全を進めていく
かについての課題が提起されました。 

また、高橋氏から紹介された、宮城県の取
り組みを参考にした『ミヤコタナゴを地域資
源として活用したコメなどの農作物のブラン
ディングの可能性』などについて、具体的な
質疑がなされる等、短い時間の中ではありま
したが、今後のミヤコタナゴの保全・回復の
ために重要となる示唆がなされました。 

一方、ミヤコタナゴを活用するために必要
となる生息地域の公開については、未だに課
題が残されていることも再確認されました。
理由は、違法捕獲などの問題を解決するため
の取組が必要であるためです。 
 本シンポジウムを通して、普段、目にする
ことの少ない絶滅危惧種のミヤコタナゴにつ
いて、県民の皆さんにミヤコタナゴや絶滅危

惧種の保全について関心を持っていただきま
した。このことは、今後、ミヤコタナゴを回
復させていく上で重要な第一歩であると考え
られます。 
 これまでに開催したシンポジウムでの議論
を踏まえ、今後は県民の皆さんにミヤコタナ
ゴを回復させていくために協力していただけ
る体制を目指し、「ミヤコタナゴ回復計画」の
策定を含めた体制づくりを進めていきたいと
考えています。 
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１ レッドデータブックとは何か 

 レッドデータブック（Red Data Book; RDB)とは、

「ある地域で絶滅のおそれのある野生生物」に関

する情報をまとめた本です。千葉県では、種ごと

に絶滅の危険性を X, EW, A, B, C, D の６段階のラ

ンクで評価し、種の形態や性質などの特徴、生息・

生育状況、分布、保護対策などの記述を、概ね１

０年ごとに更新しています。 

 また、種名とランクのみをリスト形式で掲載し

た簡易版を、レッドリスト（Red List;  RL)と呼び

ますが、この“リスト”発行を“ブック”の間を埋める

形で、概ね５年間隔で更新しています。 

 

２ これまでの経緯 

 千葉県では平成７年度からレッドデータブック

の編纂が始まり、最初の成果物を平成 10 年度に、

『千葉県の保護上重要な野生生物－千葉県レッド

データブック－植物編』として発行しました。そ

の後は、平成 11 年度に『動物編』、平成 12 年度に

『普及版』を発行しました。さらに掲載情報を更

新するものとして、平成 15 年度には『レッドリス

ト植物編』、平成 17 年度には『レッドリスト動物

編』を刊行しました。 

 平成 19 年度からは、生物多様性ちば県戦略を推

進する取り組みの一環として、レッドデータブッ

クとレッドリストの定期的な見直しを行っていま

す。平成 20 年度には、レッドデータブックの改訂

版として、『千葉県レッドデータブック植物・菌類

編 2009 年改訂版』を、また平成 22 年度は『千葉

県レッドデータブック動物編 2011 年改訂版』を発

行しました。 

 なお、動植物の種ひとつひとつについては、個々

に絶滅リスクを評価するだけでなく、地域独自の

環境を基に成立した生物種の集合体（群集・群落）

についても、特異性や重要性、脆弱性を評価して

保全を目指すことが望まれます。そこで平成 23 年

度からは、『千葉県レッドデータブック群集・群落

編』の発行に向けて、動植物の専門家で構成され

る「千葉県希少生物及び外来生物に係るリスト作

成委員会」（平成 25 年度から作成検討会に名称変

更）を設け、野外及び文献の調査を進めています。 

 

３ 平成28年度の取り組み 

 平成28年度には、レッドリストの改訂に向けて、

千葉県希少生物及び外来生物に係るリスト作成検

討会を１回、同委員会/検討会内に設置された植

物・菌類部会を２回開催し、『千葉県レッドリスト

植物・菌類編 2017 改訂版』を刊行しました。 

 本リストは、前回に出た『レッドデータブック

植物・菌類編 2009 年』から数えて実に８年ぶりの

改訂になります。種子植物の掲載種は 673 種から

784 種に増加し、シダ植物やキノコ類まで含めた全

植物・菌類の掲載種も、989 種から 1,114 種に増加

しました。これら過去に発行された千葉県に関す

るレッドリストあるいはレッドデータブックは、

生物多様性センターのウェブサイトから無料でダ

ウンロードできますのでご利用ください。 

 
千葉県レッドリスト植物・菌類編2017年改訂版
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県内で急増し、在来の生態系や農作物等へ
被害をもたらす外来生物に対応するため、千
葉県では「外来種特別対策事業」としてカミ
ツキガメの防除を実施しました。同様に、特
定外来生物として県南にはびこるナルトサワ
ギクの防除も、茂原市や県立中央博物館と協
働して行っています。今後も引き続き、環境
省や地元市町村と連携の上、外来種対策に取
り組む必要があります。 

図１ カミツキガメの棲息する印旛沼流域 

 
 
１ カミツキガメの防除 

 本種は「特定外来生物による生態系等に係
る被害の防止に関する法律」により、特定外
来生物に指定されています。県では平成 19
年度に「千葉県におけるカミツキガメ防除実
施計画」を策定し、国の確認を受けて、計画
的な防除を実施しています。 
 カミツキガメの自然繁殖は印旛沼周辺にお
いて確認されています。平成 28 年度は 4 月
29 日から 11 月 13 日にかけて、高崎川、南部
川、鹿島川、西印旛沼、中央排水路、北印旛
沼・甚兵衛広沼、新川、神崎川、手繰川、桑

納川、西印旛沼沼低地排水路等において誘因
餌を用いたワナによる捕獲作業を実施しまし
た。また、定置網や置き針、手探りによるカ
ミツキガメの捕獲について検討を行いました。 

これらの捕獲作業の結果、合計 1,187 個体
を捕獲しました。また、一般市民からの通報
により地元市町村や警察が緊急的に収容した
個体は 273 個体であり、合計で 1,460 個体の
カミツキガメを防除したことになります。 
 また、発信器によるカミツキガメの行動生
態の把握に努めました。さらにカミツキガメ
防除に関する知見を有する専門家を集めて
「カミツキガメ防除検討会」を 2 回開催しま
した。 

その結果を踏まえ、印旛沼流域を 11 の流域
に分け、根絶に向けたロードマップを作製し、
防除実施計画の改定を行いました。 

 

 加えて、カミツキガメ防除をさらに進展さ
せるために、平成 29 年 2 月に千葉県ではカミ
ツキガメ専任職員２名を採用しました。この
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うち一人（今津）がいわゆる“カメハンター”
として世間から注目されたのはご存じのとお
りです。 

今後は、カミツキガメの専門家としての知
見を防除に反映させることが期待されていま
す。 

今津技師（左）と加藤嘱託（右） 

（イラスト：髙山順子） 

 
 
２ ナルトサワギクの防除  

特定外来生物に指定されているナルトサワ
ギクは、館山市と南房総市の内陸部など、県
内の数カ所で繁茂しています。生物多様性セ
ンターでは地元自治体や中央博物館、地域の
市民団体である安房生物愛好会と協力して、
防除のための調査研究と広報を行ってきまし
た。 
 平成22年には、安房生物愛好会が中心とな
り、大規模な手取り除草が行われましたが、 
除草後も多量の芽生えが観察され、防除の効
果は限定的でした。そこで平成23年度は、除 
草後に防草シートを敷いたり、専門家を交え
た検討を踏まえて成長の旺盛な草の種子をま 

特定外来生物のナルトサワギク 

くことにより、ナルトサワギクの再生を妨げ
る試みなど、効果的な防除方法の検討も行っ 
てきました。 

しかし、いずれの方法も、人力による抜取
り作業を併せて行わないと徐々にナルトサワ
ギクの再生を許すことも判り、現在もモニタ
リングと除去の両方を継続して行っています。 
 また、平成24年からは茂原工業団地内の生
育地で、繰り返し再生してくる実生の除去を、
冬と初夏の年２回、茂原市役所と博物館ボラ
ンティアと協働して行うことにより、ナルト
サワギクの拡大を抑えています。 

県南部におけるナルトサワギクの防除 

 
 平成 28 年度も、茂原工業団地内の生育地を
中心に、安房生物愛好会や博物館ボランティ
アの協力を得て、再生する実生の監視や除去
を行いました。その結果、生育地の拡大や個
体数の抑え込みにも成功しており、今後もさ
らに防除を進めるべく対処を続ける方針です。 
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 近年、県内各地で野生鳥獣類による農作物等へ
の被害が増加しており、被害額は全県で約４億円
に及びます。イノシシやシカ等の在来種だけでな
く、特定外来生物であるアライグマやキョン、外
来生物のハクビシンによる被害が深刻化している
ことから、野生獣類の生息数の増加および分布域
の拡大による結果と推測されます。 

このため、生物多様性センターでは、自然保護
課鳥獣対策班、千葉県野生鳥獣対策本部等と連携
して、獣類（哺乳類）の生息状況を含む、有害鳥
獣対策のための調査研究および情報提供を実施し
ています。 
 平成 28 年度は、下記の取組をおこないました。 
 
１ アライグマおよびハクビシンの対策 

 県内における特定外来生物のアライグマおよび
外来生物のハクビシンの捕獲状況や対策手法等に
ついての情報を取りまとめるとともに（下図）、自
然保護が主催する「アライグマ・ハクビシンセミ
ナー」等を通じて、市町村等への情報提供を行い
ました。また、市町や県内の農業事務所が主催す
る環境講座等において、アライグマおよびハクビ
シンの被害状況等について情報提供を行いました。 
 
２ イノシシの対策 

 イノシシによる被害は県内の広域で発生し、被

害額も２億円以上と高止まりの状況にあります。
そのため、県や市町村などで構成し、イノシシを
中心とした野生鳥獣対策を総合的に推進している
「千葉県野生鳥獣対策本部」において、県内で捕
獲されたイノシシの繁殖生態や、個体数推定の手
法などの情報を提供しました。 
 
３ ニホンジカの対策 

 県内において増加傾向にある、ニホンジカの捕
獲状況や糞粒調査の結果に基づく生息状況などを
分析し、自然保護課鳥獣対策班と連携して、関係
市町村等へ情報提供を行いました。 
 
４ キョンの対策 

 県内で分布を拡大しつつある特定外来生物のキ
ョンは、千葉県の中南部地域と伊豆大島（東京都）
でのみ野生化し、農作物等への被害が増加してい
ます。そのため、県内におけるキョンの捕獲状況
や糞粒調査などの結果を分析し、自然保護課鳥獣
対策班と連携して、関係市町村等へ情報提供を行
いました。 
 
 また、千葉大学大学院園芸学研究科の夏期集中
講義、あるいは勝浦市が主催する市民環境講座等
でも，以上の野生鳥獣の県内状況についての情報
提供を行いました。

平成 27 年度におけるアライグマ（左）とハクビシン（右）の県内捕獲数 
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１ 事業の概要 

生物多様性の保全・再生及び持続的な利用
の推進にあたっては、生物多様性に関する基
礎情報としての生物分布情報の整備が欠かせ
ません。しかし、このような基礎情報は、論
文や報告書などの紙媒体で記録されているも
のが多く、情報の検索には大変な手間がかか
ります。また、県内の各事業によって作成さ
れたデータベースもいくつか存在しますが、
そのデータは各部署で個別に管理されており、
情報入手には様々な手続きが必要です。この
ような状況を解決するため、平成 18 年度から、
県内の生物多様性に関する情報を収集・電子
化し、それらを地理情報と共にデータベース
として一元管理するという「千葉県生物多様
性地理情報システム」の構築を進めています。 
 
 

 
GISデータの整備状況 

色が濃い地域ほど、多くのデータがあります 

 
 

２ システムの目的 

本システムは、千葉県内の生物多様性に関
する情報を統合的に管理することを目的とし
ています。本システムを活用することにより、
県内各地の生物多様性の現状と、現在の土地
利用や今後の開発計画、保護指定などの状況
が判ります。さらに，今後どのような施策を
行っていくかを判断するための情報提供も可
能になります。 
 
３ システム構築の概要 

 千葉県生物多様性地理情報システムは、平
成18年度に基本設計を終え、生物分布情報を
基本的には３次メッシュ（1:25,000地形図を
100等分した範囲、約１km2）をベースとして
管理することに決定しました。システム構築
にはESRI社のGISソフトウェアArcGISを用
い、独自の機能を追加して運用しています。 
 
４ データベースの内容 

 データベースは、県立中央博物館の生物標
本データ、自然保護課発行の報告書、各種論
文、環境影響評価書等より抽出されたデータ
に加え、生命のにぎわい調査団員による生物
報告もあわせて、約129万件の生物分布情報等
で構成されています。 
 
５ システムの活用 

 本システムを用いて、さまざまな生物情報
の分布図作成や解析が行われています。例と
して、生命のにぎわい調査団の報告集計や、
カミツキガメ防除等に活かされています。ま
た、開発計画がある地域で希少種の出現記録
確認など、生物分布情報の照会にも随時対応
しています。



県民参加型の生物モニタリング調査 
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１ 事業の概要 

 生物多様性センターでは、「生物多様性ちば
県戦略」の普及啓発と推進にあたり、多様な
主体により生物多様性の状況をモニタリング
する取り組みが重要なことから、広く県民に
呼びかけて、生態系の指標となる生物や外来
生物などの身近な生きものの情報提供を受け
る事業を行っています。 
 
２ 目的 

 「生命（いのち）のにぎわい調査団」は、
生物の発見情報を団員から報告してもらう調
査モニター制度です。県内における生息状況
や季節報告（飛来・初鳴き、産卵、植物の開
花など）を把握することにより、里山等の身
近な生物の分布や経年変化、外来生物の分布
拡大、地球温暖化による生物への影響など、
生物多様性の変化を把握する仕組みとして、
平成 20 年 7 月に発足しました。 
 
３ 調査団員の状況 

 県内全域の多くの人に参加してもらえるよ
うに、県民だよりや県内の環境フェア等でも
広く調査団員の募集を行い、団員数は現在
1,235 名（平成 29 年 3 月末現在）です。 
 団員の年齢別構成の特徴は、50 歳代以上が
全体の約 6 割を占め、この世代が自然環境保
全や生物の観察に関心が高いことがわかりま
した。また、18 歳未満は約 1 割、その親世代
にあたる 30 歳代と 40 歳代が約 2 割おり、生
命のにぎわい調査を次の世代へつなぐための
重要な役割を担っています。 
 
４ 調査の対象生物 

 里山、海辺など千葉県の多様な環境で見ら
れる生物のうち、種類の区別がつきやすく、
身近に生息・生育している動植物 57 種を選定
し、調査対象生物としています。生息・生育
を確認した生物の情報は、当調査団ウェブサ
イトの報告フォームによる送信、または報告

用紙の郵送・FAX 送付により、提供を受けて
います。 
 調査対象生物以外の発見報告も受けていま
す。これまでの報告では、鳥類でいえば里山
の生態系を象徴するサシバや希少種のオオタ
カ、サンカノゴイ、タマシギ等がありました。 
 
５ 平成 28 年度の取り組み 

（１）生物報告の件数 

 生命のにぎわい調査団における生物報告の
件数は、平成 28 年度は約 15,533 件であり、
調査団発足から平成 28 年度末までの 8 年 8
ヶ月間の累計件数は、81,908 件となりました。 
 
（２）生物報告の分析と情報発信 

 生物報告の分析結果は、発見マップとして
の「生きもの分布図」、開花・紅葉・初鳴き・
産卵などの「生きもの季節マップ」などとし
て取りまとめています。３月４日に実施した
調査フォーラムでは、「調査団の生き物調査報
告のデータ解析」として概要を報告するとと
もに、昨年度末に更新した「生物報告入力ペ
ージ」の使用方法について、団員から寄せら
れた質問等に回答しました． 
 さらに、「生命（いのち）のにぎわい調査団」
ウェブサイトにおいて、情報発信の一環とし
て毎月の生物報告や生きもの分布図、調査対
象生物の生態や見分け方、生物多様性に関わ
る企画等の情報提供を随時行っています。
http://www.bdcchiba.jp/monitor/ 

生命（いのち）のにぎわい通信（38-41 号）
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 その他、団員向けの通信、「生命（いのち）
のにぎわい通信」を年 4 回発行しました（38
号～41 号）。主な内容は千葉県の哺乳類、淡
水魚、カエル、ヨシ原の猛禽類等を特集し、
見つけ方・見分け方について解説しました。 
 この通信は、調査団員に配布するほか、生
物多様性に関連するシンポジウム等の参加者
へも配布しました。 
 
（３）調査団の研修会等 

 同調査団では、団員の観察技術の向上のた
めに、千葉県の自然や調査対象生物の見つけ
方・見分け方を学んで生物報告の正確性を向
上させるための現地研修会を実施しています。
また、これまでの調査結果の検討などを行う
「生命のにぎわい調査フォーラム」を開催し
ています。 
①平成 28 年度の現地研修会（年２回） 

（１）平成 28 年 5月 7 日（土） 犬吠埼・君

ヶ浜（銚子市） 参加者 83 名 

 「犬吠埼・君ヶ浜で、海辺の春の生きもの
を観察しよう！」と題して、砂浜や磯の生き
もの探し、地学的な見どころの見学、海岸植
物を観察しました。かつてない大人数で全員
一緒に動くのは難しく、やむをえず 3 班に分
かれての研修となりました。潮がいちばん引
いたのが午前 10 時半だったため、午前中が磯
遊びには最適で、ヒトデやカニ、ヤドカリ、
マダコを採集できました。鳥はあまり多くは
見られませんでしたが、植物はハマエンドウ
やハマボッスなど典型的な海岸植物に加え、
千葉県でしか見られないボウシュウタンポポ
等も見ることができました。 
（２）平成 28 年 9月 24 日（土） 香取神宮、

水の郷さわら（香取市） 参加者 64 名 

 「香取神宮・水の郷さわら自然観察湿地で
森と川の生きものを観察しよう！」と題して、
香取市周辺で研修会を行いました。残念なが
ら、正午過ぎから急に雨が強く降り始め、午
後に予定していた水の郷さわら自然観察湿地 

香取神宮での現地研修会の様子 

 
での研修は中止せざるをえませんでしたが、
午前中の香取神宮では連日の雨でぬかるんだ
森の中で、期待通りに両生類、爬虫類、昆虫、
魚類などの採集・観察を行うことができまし
た。また、香取神宮で用意してくださった「神
徳館」での昼食時に、プロジェクタを使って
同地域の自然についてのミニ講義を行い、好
評を得ました。 
 
②生命のにぎわい調査フォーラム 

平成 29 年 3 月 4 日（土）県立中央博物館講堂 
参加者 83 名 
・講演「千葉県の水生生物（淡水魚類）」 
・講演「千葉県のカマキリ」 
・報告「調査団の生き物調査報告のデータ解
析」 
・3 名の団員からの「観察事例の紹介」 
「千葉公園のキンクロハジロ」、「オオタカの
観察」、「野外におけるアメリカヒドリの雌の
見分け方」 
・写真コンテスト 

応募 54 作品からフォーラム参加者の投票
審査により、上位２点を表彰しました。 
また、応募作品は、トピックス展「生命のに
ぎわい～生命のにぎわい調査団 生物多様性
展～」として、平成 29 年 3 月７日（火）～5
月７日（日）に中央博物館常設展示室廊下に
て展示しました。
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１ 事業の概要 

千葉県生物多様性センターでは、「生物多様

性」をより社会に浸透させることを目的に、

県内の市町村や企業と協働して、生物多様性

に関する巡回展示や巡回講座などの普及啓発

活動を行っています。 

 

２ 巡回展示 

「いちかわ環境フェア2016」(6月5日)や「第

19回浦安市環境フェア」（6月12日）、「エ

コメッセ2016 in ちば」(9月22日)、「第3回

自然誌フェスタ千葉」（11月3日）などの市町

村等が開催する環境関連イベントに出展し、

生物多様性に関連する普及啓発活動を行いま

した（展示一覧は31頁参照）。 

展示ブースでは、パネルの解説と展示した

パネルの理解を深める「生命（いのち）のに

ぎわいクイズ」を実施しました。またミヤコ

タナゴなど56種類の「千葉県の生きもの」と、

ミシシッピアカミミガメなど5種類の外来生

物、カミツキガメなど7種類の「特定外来生物」

の缶バッジを製作し、クイズ参加の記念品と

して配布しました。 

 

「第19回浦安市環境フェア」出展の様子 

３ 巡回講座 

 その他、外来生物や希少種など、生物多様

性をテーマとして、様々な機会に県内外の会

場において、巡回講座などの講演を行いまし

た（講座一覧は29頁参照）。 

 

 

巡回展で展示した、生物多様性の啓発パネル 

 (パネルは貸出も可能です) 

 

 
平成 28 年度の巡回展で配布した缶バッジ 

（白地バッジが千葉県に古くからいる在来生物。赤枠バッジは、

外国または県外から近年に移入された外来生物） 

 

 



ウェブサイトによる情報発信 

生物多様性に関する普及啓発事業 

19 
 

概要 
 千葉県生物多様性センターのウェブサ
イトは、同センターの取組を多くの方に
伝えることを目的に、平成20年５月に開
設されました。 

当センターのウェブサイトでは、記事
の追加・更新・修正などを月に２～３回
のペースで行い、外部に向けて情報発信
を続けています。アクセス数は月３万件
以上に上り、特にレッドデータブックや
ニュースレターなど、当センターの出版
物を無料でダウンロードできるページが
多く閲覧されています。 
 

 
 千葉県生物多様性センター トップページの主な内容 

項目 内容 

センターの概要 生物多様性センターの発足経緯（5つの機能、問い合わせ先など） 

生物多様性ちば県戦略 県庁自然保護課「生物多様性ちば県戦略」ウェブページへの外部リンク 

絶滅危惧種の保護 ミヤコタナゴやヒメコマツ等の回復計画、千葉県レッドデータブックの紹介 

外来種対策 千葉県の外来種問題（とくにカミツキガメなど）の取組み紹介 

ビオトープの推進 ビオトープ推進マニュアル、学校ビオトープの取組みについて 

生物多様性モデル事業 平成 20～22 年度に実施した「生物多様性モデル事業」を紹介 

多様な主体との連携・協働 県と連携協定を結んでいる県内 8大学や企業、ＮＰＯ等との連携・協働 

生物多様性ＧＩＳ 県内の生物情報をまとめた生物多様性地理情報システム（ＧＩＳ）について 

生物多様性モニタリング 平成 23 年頃に実施した生物多様性モニタリング事業について 

にぎわい調査団 「生命（いのち）のにぎわい調査団」に関するページ 

千葉県の生物多様性 千葉県の生物多様性に関するトピックス的な話題を分かりやすく紹介 

刊行物 「生物多様性ちばニュースレター」「学校ビオトープ事例集」「研究報告」

「生物多様性ハンドブック」など、当センターが発行する刊行物の紹介 

生物多様性用語集 生物多様性に関する用語を解説 

生物多様性写真館 県内の生物多様性ホットスポットや生き物図鑑、外来種などを写真で紹介 

展示・講座・イベント 生物多様性センターが実施する巡回展示、講座、イベントについて紹介 

リンク 県内外の生物多様性に関する機関のウェブページへのリンク集 

生物多様性ちば企業ネットワーク 企業による生物多様性の保全及び持続可能な利用取組の支援 

ＵＲＬ http://www.bdcchiba.jp/ 

 

千葉県生物多様性センターのウェブページ 



刊行物の発行 
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生物多様性センターでは、生物多様性に

関する各種刊行物を発行し、関係各所に配

布するほか、生物多様性に関連する各種イ

ベントにおいても配布しています。また、

ウェブサイト上からどなたでも無料でダ

ウンロードできます。 

 

 

 

生物多様性についての理解の促進や、生

物多様性ちば県戦略の普及啓発、生物多様

性センターの取組に関する情報発信など

を行うため、ニュースレター「生命（いの

ち）のにぎわいとつながり」を年５回発行

しています。 

巻頭の生物多様性に関する特集や、生物

多様性の保全に向けた取組の紹介、千葉県

に生育・生息している希少種や外来種の紹

介、生物多様性センターからのお知らせな

どを内容としています。

 

平成 28 年度発行 ニュースレター「生命（いのち）のにぎわいとつながり」 

発行日等 主な内容 

NO.48 
（5 月 31 日） 

・特集「平成 27 年度ミヤコタナゴシンポジウムを開催しました」 
・房総のヒメコマツ観察会を開催 
・千葉県の外来種（ウシガエル） 

NO.49 
（7 月 31 日） 

・特集「海の絶滅危惧種～千葉県の現状～」 
・生命のにぎわい調査団現地研修会 犬吠埼・君ヶ浜で生きものを観

察 
・千葉県の希少種（ミゾゴイ）  

NO.50 
(10 月 31 日) 

・特集「生物多様性ちばニュースレター50 号発行を迎えて」 
・生物多様性ちば企業ネットワーク勉強会を開催 
・千葉県の外来種（ハクレン） 

NO.51 
（1 月 31 日） 

・特集「生物多様性センターは設置 10 周年を迎えます」 
・千葉県と連携大学との研究成果発表会を開催 
・千葉県の希少種（フクジュソウ） 

NO.52 
（3 月 31 日） 

・特集「千葉県におけるミヤコタナゴの回復に向けた取組」 
・生物多様性に関する市町村研修会を開催 
・千葉県の希少種（カワスナガニ） 

ニュースレター「生命（いのち）の 

にぎわいとつながり」 No.48-52 



生物多様性サテライトの設置 
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１ 事業の概要 

 千葉県生物多様性センターでは、生物多様

性の普及啓発を目的として平成 23 年度から、

県内各地に展示スペース『生物多様性サテラ

イト』の設置を行っています。 

 

２ 平成 28 年度の状況 

6 年目となる平成 28 年度は、新たに旭硝子

株式会社千葉工場にサテライトを設置し、計

10 カ所となりました。また、すでに設置され

ている 9 カ所の部分的リニューアルを行いま

した。生物多様性の重要性についてパネル展

示するとともに、ニュースレター『生命のに

ぎわいとつながり』や『生命のにぎわい調査

団』入団申込書などを配布しました。

 

⑦ NTT 東日本―南関東千葉事業部 富士見

ビル（千葉市中央区） 

 

① DIC 川村記念美術館（佐倉市） 
② 鴨川シーワールド（鴨川市） 
③ 千葉大学（園芸学部）（松戸市） 
④ 東京大学（柏キャンパス）（柏市） 
⑤ 東京情報大学（千葉市若葉区） 
⑥ 千葉県いすみ環境と文化のさとセンター
（いすみ市） 
⑦ NTT 東日本―南関東千葉事業部 富士
見ビル（千葉市中央区） 
⑧  キッコーマン㈱（もの知りしょうゆ館）

（野田市） 
⑨  ㈱フジクラ佐倉事業所（佐倉市） 
⑩  旭硝子㈱ 千葉工場（市原市） 

⑩  旭硝子㈱ 千葉工場（市原市） 
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１ 「学校ビオトープの推進」から「地域と

連携したビオトープの支援展開」へ 

 学校ビオトープは、児童・生徒が身近な自

然とふれあいながら地域の生物について学ぶ

ことができる場です。またこれは地域の多様

な生物の生育地・生息地になるなど、地域の

自然環境にとっても大変重要なものです。 

 自然保護課では、平成 20 年度から平成 22

年度にかけて、学校と地域が連携した学校ビ

オトープの整備を支援するため、小学校延べ

30 校と高等学校延べ８校のビオトープの整

備費等に対し補助を行ってきました。 

 平成 20 年度から平成 24 年度には、学校ビ

オトープの整備・活用方法や課題を情報交換

し、水辺や植生の管理、観察の方法などにつ

いて学ぶ「学校ビオトープフォーラム」を、

各年度１回ずつ開催しました。 

 このように、平成 20 年度から行われていた

学校ビオトープの推進事業は平成 24 年度で

終了し、平成 25 年度からは地域と連携したビ

オトープの支援展開事業を行うことになりま

した。 

 

２ ビオトープ実地講座の開催 

 平成 25 年度から始まった「学校ビオトープ

フォーラム」に替わるビオトープ支援事業と

して、平成 28 年度には「ビオトープ実地講座」

を、平成 29 年３月 18 日に千葉県立中央博物

館及び生態園で開催しました。内容としては、

県内の企業・市民団体・学校等でビオトープ

の整備や維持管理に携わる方々を対象とし、

千葉県の植生を再現した生態園の歴史や、水

圏の生態系に関する講演を行いました。 

また、実際に長年に亘り維持管理されてい

る、生態園内の植生あるいは水草を復活させ

る試みの現場を、生態園担当者の解説を交え

て見学しました。 

 

行事：平成 28 年度ビオトープ実地講座 

日時：平成 29 年３月 18 日（土）13:00～16:00 

場所：県立中央博物館・研修室 及び生態園 

主催：千葉県環境生活部自然保護課  

参加人数：25 名 

プログラム： 

１． 講座「生態園の歴史と維持管理」 

県立中央博物館 主席研究員（兼）生態

学・環境研究科長 由良 浩氏 

２． 野外実習「沈水植物・ミジンコ・アオコ

から池水環境を考える」 

県立中央博物館 主任上席研究員 林 

紀男氏 

 

平成 28 年度ビオトープ実地講座（研修室） 

 

アオコ等の野外実習（中央博・生態実験園）
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１ 連携協定の締結 

平成 20 年 12 月 24 日に、県内にキャンパスや
研究施設がある江戸川大学、千葉大学大学院園
芸学研究科、東京大学大学院新領域創成科学研
究科、東京海洋大学、東京情報大学、東邦大学
の６大学との間に、「生物多様性に関する千葉県
と大学との連携に関する協定書」を締結しまし
た。 

また、県内では、外来生物や野生鳥獣による
農作物等への被害が拡大しています。このよう
な被害を抑制するためには、鳥獣被害問題の専
門家からの助言や、工学的な情報及び技術の共
有が欠かせません。このため、効果的な防除・
捕獲方法、野生生物の生息状況の把握や効率的
な捕獲装置の開発など、生物多様性保全に関す
る幅広い課題に対応する目的で、平成 28 年 1 月
21 日、千葉科学大学及び千葉工業大学との間に、
新たに「自然保護に関する千葉県と大学との連
携に関する協定」を締結しました。これら 8 大
学との協定における連携項目としては 

① 情報の共有 
② モニタリングの実施 
③ 共同研究 
④ 人的交流・人材育成 

を掲げています。これに基づき、以下の取組を
実施しました。 
 
２ 研究成果発表会の開催 

「千葉県と連携大学との研究成果発表会－野
生生物の保護管理～野生鳥獣の増殖と外来生物
問題を中心に～」を、平成 28 年 11 月 26 日（土）
に千葉科学大学マリーナキャンパスにおいて開
催しました。内容としては、７大学による 21
題の研究成果の発表と、銚子市及び千葉県の
生物多様性保全に関する取組を紹介しました。 

また、初めての試みとして、発表会翌日の 11
月 27 日（日）にエクスカーションを実施しまし
た。具体的には、銚子市内のイノシシの生息状
況の観察をした後、猿田神社社殿と周辺植物の
植生観察を行ないました。 

千葉科学大学での研究成果発表会チラシ 

 
【平成28年11月26日 発表者とタイトル（発表順）】 
加瀬ちひろ（千葉科学大学） 

銚子市におけるイノシシの生息状況 
原慶太郎・平山英毅（東京情報大学） 

野性生物の保護管理のための空間情報整備 
生沼美夏（江戸川大学） 

護岸工事による染井入落の環境変化 
岩本直哉（銚子市生涯学習スポーツ課） 

どのようにジオ多様性、生物多様性をまもり
活用するのか？～銚子ジオパークの取り組
み～ 

岩城光（千葉県環境生活部自然保護課） 
千葉県における野生獣の管理及び防除状況 

鈴木規慈（千葉県生物多様性センター） 
中型獣類の効果的な対策手法を探るー対象
種の繁殖生態に着目してー 

廣瀬未来・長谷川雅美（東邦大学） 
アライグマの低密度域における効果的捕獲
のための足跡残存適地推定 

鈴木広美・長谷川雅美（東邦大学）



 

大学との連携による生物多様性保全研究事業 
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印旛沼流域における特定外来生物ナガエツ
ルノゲイトウの分布拡大―揚水機場を通じ
た河川から水田そして再び河川への拡散過
程― 

吉田和哉・井上英治（東邦大学） 
千葉県におけるアライグマの遺伝学的解析 

須藤拓弥・五明美智男（千葉工業大学） 
「川ガキによる外来生物モニタリング」の可
能性―身近な中小河川の友達度・安全度・多
様度を踏まえた環境教育― 

村上和仁・髙野瑠巳・長谷川友哉・古岩和也（千
葉工業大学） 

蓮沼海浜公園ボート池におけるミシシッピ
アカミミガメの繁殖 

村上和仁・小熊惠・佐藤歩（千葉工業大学） 
モデル生態系マイクロコズムを用いた外来
生物の影響評価 

齊藤幸菜・加柴優花・加瀬ちひろ・内川隆一（千
葉科学大学） 

利根川河口域における地上性哺乳類および
鳥類の生息分布調査 

加藤史朗・内川隆一（千葉科学大学） 
神栖市の波崎海岸に打ち上げられたウミガ
メについて 

千田はづき・加瀬ちひろ（千葉科学大学） 
銚子市の牛舎における肥育牛用濃厚飼料の
盗食被害について 

菅野広大・加瀬ちひろ（千葉科学大学） 
銚子市内のキャベツ畑におけるヒヨドリ防
除効果の比較 

原田慎太郎・加瀬ちひろ（千葉科学大学） 
キョンの場所選好性の検討 

坂本佳奈・加瀬ちひろ（千葉科学大学） 
南房総天然林におけるニホンヤマネGlirulus 
Japonicus の生息確認調査 

佐藤那美・加瀬ちひろ・小濱剛（千葉科学大学） 
キョンにおける侵入防止柵の効果検証 

糟谷大河・浪川真奈・梨木之正・保坂健太郎（千
葉科学大学） 

 
房総半島で食用とされるニセマツタケ
Tricholoma fulvocastaneum の分類学的再検
討 

小泉敬彦・奈良一秀（東京大学大学院） 
国内におけるハイマツ林の外生菌根菌相 

森永健太・松村愛美・松下範久・福田健二（東京
大学大学院） 

カシ類の葉に内生するTubakia 属菌群集の
生態 

佐藤司郎（東京大学大学院） 
シカの採食が捕食性昆虫に及ぼす間接的影
響 

百原新（千葉大学） 
地域の自然再生事業への植生史資料の活用 

 ポスター発表の様子 

（千葉科学大学マリーナキャンパス 銚子市） 

 
３ 人的交流・人材育成 

東京大学大学院 2 名、東京情報大学 2 名、東
邦大学 5 名、千葉科学大学 1 名、武蔵野大学 1
名、日本獣医生命科学大学 1 名の計 12 名のイン
ターンシップ実習生を受け入れました。 

 
４ 連絡会議 

平成 29 年 3 月 6 日に、県と各大学の関係者に
よる連絡会議を開催し、連携内容について意見
交換が行われました。 
 

 



企業との連携 

生物多様性に関する企業との連携推進事業 
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農林水産業から製造業、サービス業ま
で全ての企業は、直接的または間接的に
生物多様性を利用し、企業活動を行って
います。そのため、生物多様性の急速な
損失は、企業の存続にかかわる問題でも
あります。同時に、企業活動は、生物多
様性に多大な影響を与えており、生物多
様性の保全を推進するためには、企業に
よる生物多様性への配慮が不可欠です。 

このような理由から国内外において、
多くの企業が生物多様性に関心を持ち、
生物多様性の保全と持続可能な利用を目
指して、企業独自の行動指針やガイドラ
インの策定、事業活動の中での取組、社
会貢献としての取組などを始めるように
なりました。   

しかしながら、企業活動と生物多様性
の関係は解りづらく、社会での認知度も
低いばかりか、保全の取組は地域ごとの
対応が必要なため、企業にとっては、関
心はあっても実際の取組までには結びつ
いていないのが現状です。 

そのため千葉県では、企業の皆様に、
千葉県内の生物多様性に関する情報、あ
るいは先進的な企業による取組事例など
の情報共有を行うための「企業と生物多
様性セミナー」を、（一社）千葉県環境保
全協議会と（一社）千葉県経済協議会と
の共催で、平成 21 年度から開催していま
す。 

平成 28 年度は、下記のとおり開催しま
した。（通算 18 回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 日時・場所 平 成 28 年 度  企 業 セ ミ ナ ー の 内 容  

第

17
回 

平成 28 年 10 月

19 日（水） 
千葉県立中央博

物館 

テーマ：生物多様性とノーネットロス 

講 演：「ブリヂストングループの生物多様性への取組み 

～生物多様性ノーネットロスを目指して～」 

㈱ブリヂストン CSR・環境・品質経営企画本部 

 CSR・環境戦略企画部長 稲継 明宏氏 

千葉県からの情報：街中の鳥を観察して環境を知ろう 

：「ヒメコマツ系統保存サポーター」募集の御案内 
第

18
回 

平成 29 年 3 月

15 日（水） 
千葉県立中央博

物館 

テーマ：企業が生物多様性に取り組む意義とは 
講 演：「企業は生物多様性にどのように取り組めばよいか」 

 株式会社レスポンスアビリティ 
  コンサルタント 武末 克久氏 

千葉県からの情報：「生命のにぎわい調査団・グループ団員」募集について 
報 告（１）㈱安藤・間 

（２）清水建設㈱ 
（３）市川市 

 

 企業セミナーの様子（中央博・講堂） 



さまざまな連携活動等 
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１ 自然系調査研究機関連絡会議（NORNAC） 

自然系調査研究機関連絡会議（NORNAC）は
国や地方自治体（主に都道府県）で自然系（自
然環境保全、野生動植物保全の分野等）の調
査研究を行っている機関が、相互の情報交換、
情報共有を促進し、ネットワークの強化を図
り、科学的情報に基づく自然保護施策の推進
に寄与することを目的として平成 10 年 11 月
に発足しました。 

事務局は山梨県富士吉田市にある環境省自
然環境局生物多様性センターで、千葉県では
千葉県生物多様性センターと中央博物館が、
平成 20 年度から加入しています。 

この会議は年１回、10～11 月に研究発表会
（１日；口頭・ポスター）及び連絡会議（半
日）、施設見学・野外巡検（半日）、そして懇
親会（夜）を組み合わせて開催されており、
平成 20 年以来ほぼ毎年、センターと中央博物
館の職員が参加しています。 

平成 28 年度の会議は、10 月 27 日（木）～
28 日（金）の２日間に亘り、静岡県環境衛生
科学研究所と「ふじのくに地球環境史ミュー
ジアム」の主催で、静岡県静岡市において開
催されました。センターからは職員の大木が
出席し、ヒメコマツなどのポスター発表を行
っています。 
 
第 19 回 NORNAC 調査研究・活動事例発表会 

日時：平成 28 年 10 月 27 日（木）13:00～ 
場所：もくせい会館（静岡市葵区鷹匠 3-6-1） 
開会挨拶：環境省自然環境局生物多様性セン

ター長 川越久史 
ポスター発表（P-1）：千葉県が取り組む絶滅

危惧種対策事業 ～シャープゲンゴロウモド

キ・ヒメコマツ・ミヤコタナゴを例に～ 

演者：千葉県生物多様性センター 大木淳一 
 
 

２ 授業に役立つ生物多様性研修 

千葉県総合教育センターは、本県における
教育に関する調査研究及び研修を行うととも
に、本県の教育の振興・充実を図ることを目
的とする機関です。このため、様々な機関と
連携して、教職員を対象とする研修を開催し
ています。 

そのひとつとして、生物多様性センターで
も「授業に役立つ生物多様性研修」と題して、
県内の教職員に向けた研修を行っています。 

平成 28 年度は、7 月 22 日 (金) に千葉
県立中央博物館を会場として研修を実施しま
した。生物多様性の概要に関する講義を行っ
た後、同館の生態園で使用されている児童向
け野外活動メニューを紹介しました。また、
博物館周辺で土を採集して、博物館に持ち帰
り、土壌中に生息している動物の観察等の実
習を行いました。 

 

土壌動物の観察実習（中央博物館 研修室） 
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 開発事業において生物多様性に配慮した立

地選定や土地利用が行われるよう、レッドリ

スト（レッドデータブック）の定期的な改訂

を行っています。過去に発行された千葉県レ

ッドリスト・レッドデータブックは、生物多

様性センターのウェブサイトからダウンロー

ドすることができ、事業者を始めとする関係

者が利用しやすくなっています。また、開発

予定地の希少生物確認については、当センタ

ーが運営する生物多様性地理情報システム

（GIS）を活用しています。 

 さらに、千葉県自然環境保全条例に基づく

自然環境保全協定の締結に当たって、生物学

や保全生態学に関する専門的な知見をもとに、

事業者の指導を行っています。具体的には、

事業計画地における自然環境調査の方法、調

査結果の取りまとめ及び環境保全措置等につ

いて、指導を行っています。また、自然公園

内での開発行為に伴って実施される自然環境

調査についても、同様の指導を実施していま

す。 

具体的な調査項目は、維管束植物、哺乳類、

鳥類、両生類、爬虫類、魚類、昆虫類等の種

組成や生育・生息状況の把握や、植物群落の

組成・構造・分布状況の把握、景観の把握等

です。また、現地調査を実施することにより、

事業者が行った調査結果の確認や、環境保全

措置の検証なども実施しています。 

 

 

 

 
開発指導に係る現地調査の様子 

 

 

同上（南房総の尾根筋） 
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◯職員 

 平成 28 年 4 月～平成 29 年 3 月における常勤職

員（８名）。（併）は中央博物館との併任を示す。（任）

は任期付職員を示す。 

副技監 熊谷宏尚 

副主幹 御巫由紀（併） 

副主幹 大木淳一（併） 

副主幹 髙山順子（併） 

主 査 酒井さと子 

副主査 鈴木規慈 

副主査 古川大恭 

主 事 栗田隆気（併） 

技 師 今津建志（任）※ 

                     ※平成 29 年 2 月 1 日採用 

◯他機関への支援活動 

・講演・講座講師・観察会講師等（40 件） 

2016.4.9 県立中央博物館「生命のにぎわい写真

展ギャラリートーク」 （県立中央博物館） 講

演．御巫由紀. 7 名 

2016.4.16 越智はなみずき台自治会「千葉県の生

物多様性 植物編」 （越智公民館） 講演．御

巫由紀. 11 名 

2016.4.25 新宿御苑グリーンアカデミークラブ

「バラの野生種と品種改良の歴史について」

（新宿御苑） 講演．御巫由紀. 55 名 

2016.6.3 九十九里町立豊海小学校 「第 5 学年 プ

ールの生きもの」 （九十九里町立豊海小学校）

観察会講師．大木淳一. 103 名 

2016.6.10 大多喜町立西小学校 「第 5 学年 千葉

県の希少生物」 （大多喜町立西小学校） 講演．

大木淳一. 19 名 

2016.6.16 いちはら市民大学 「いちはらの魅力

発見１—梅ヶ瀬渓谷の自然について—」 （市

原市） 観察会講師．大木淳一. 23 名 

2016.6.17 大多喜町立西小学校 「第 5 学年 外来

生物と希少生物」 （大多喜町立西小学校） 観

察会講師．大木淳一. 25 名 

2016.6.30 千葉自然学校 「シニア自然大学・川

沼の自然入門」 （養老渓谷） 観察会講師．大

木淳一. 23 名 

2016.7.7 千葉大学「歴史に学ぶ自然保護」 （中

央博講堂） 講演．熊谷宏尚. 30 名 

2016.7.7 NPO 法人千葉自然学校「千葉シニア自然

大学：生物多様性と生態系概論」 （中央博講

堂）講演．髙山順子. 21 名 

2016.7.12 長南町立長南小学校 「ハス田のスク

ミリンゴガイ」 （長南町ハス田） 観察会講師．

大木淳一. 11 名 

2016.7.13 市原市市津公民館 「房総の山の魅力

～過去・現在・未来～」 （市原市市津公民館）

講演．大木淳一. 48 名 

2016.7.25 千葉県香取農業事務所 「千葉県の農

村地域における生物多様性－現状、課題および

保全のための展望－」 （香取農業事務所） 講

座講師．鈴木規慈. 40 名 

2016.7.28 千葉県自然保護課 「自然保護指導員及

び自然公園指導員研修会 千葉県の希少種と外

来種について」 （千葉県立中央博物館） 講演．

大木淳一. 18 名 

2016.7.30 市川市自然環境課「バラの講座—野生

のバラ、その多様性」 （市川市教育会館） 講

演．御巫由紀. 17 名 

2016.8.1 印西市「印旛沼におけるカミツキガメ

の生態と防除事業について」（印西市役所印旛

支所）講演．古川大恭．20 名 

2016.8.4 千葉大学大学院園芸学研究科 「千葉大

学エキスパートプログラム（集中講義） 千葉

県における野生動物問題の現状と課題」 （千

葉大学松戸キャンパス） 講座講師．鈴木規慈. 

10 名 

2016.8.5 茂原市生涯学習課 自然観察会（茂原市

内） 観察会講師．鈴木規慈・古川大恭. 50 名 

2016.8.5 九十九里町立豊海小学校 「第 5 学年 プ

ールの生きもの」 （九十九里町立豊海小学校）

観察会講師．大木淳一. 103 名 

2016.8.11 神崎川を守るしろい八幡溜の会 「自然

観察会」 （白井市神崎川周辺） 観察会講師．

鈴木規慈. 40 名 

2016.8.24 下総トキ誘致懇談会 「カミツキガメ

のお話し」 （佐倉市ミレニアムホール） 講演．
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古川大恭. 20 名 

2016.9.6 長南町立長南小学校 「ハス田で見られ

るスクミリンゴガイについて」 （長南町立長

南小学校） 観察会講師．大木淳一. 11 名 

2016.9.9 千葉県東葛飾農業事務所 「東葛飾地域

における有害鳥獣対策 ～ハクビシンおよび鳥

害対策を中心に～」 （東葛飾農業事務所） 講

座講師．鈴木規慈. 30 名 

2016.10.23 東邦大学「千葉県生物多様性センタ

ーの活動」 （県立中央博物館） 講演．熊谷宏

尚. 20 名 

2016.11.4 千葉市保健所 「千葉市動物取扱者講習

飼育動物の遺棄等による生態系への影響」 （千

葉市役所） 講座講師．鈴木規慈. 200 名 

2016.11.14 千葉市保健所 「千葉市動物取扱者講

習 飼育動物の遺棄等による生態系への影響」

（千葉市役所） 講座講師．鈴木規慈. 200 名 

2016.11.15 御宿町教育委員会 「自然観察会」 （御

宿町内） 観察会講師．鈴木規慈. 50 名 

2016.11.26 県立中央博物館 「植物学講座 バラ

の歴史」 （県立中央博物館） 講演．御巫由紀. 

10 名 

2016.11.30 印旛農業事務所 「外来種の話し」 

（印旛地域振興事務所） 講演．古川大恭. 10

名 

2016.12.15 市原市 「自然共生社会を目指して」

（市原市コミュニティーセンター） 講演．髙

山順子. 40 名 

2016.12.16 千葉市 「千葉市スキルアップ講座 

千葉県内におけるアライグマの現状と対策」

（千葉市大草自治会館） 講座講師．鈴木規慈. 

20 名 

2017.1.19 淡水魚保全シンポジウム実行委員会 

「千葉県におけるミヤコタナゴの現状と課題」

（いすみ市大原文化会館） 講演．鈴木規慈. 400

名 

2017.1.21 手賀沼水生生物研究会 「成功事例に学

ぶ絶滅危惧種の保全の方向性：アメリカ合衆国

におけるオレゴンチャブの復活とタナゴ類の

保全への応用」 （我孫子市生涯学習センター 

アビスタ） 講演．鈴木規慈. 40 名 

2017.1.22 福山市恊働のまちづくり課「世界のバ

ラ、日本のバラ」 （福山市役所） 講演．御巫

由紀. 120 名 

2017.2.4 勝浦市 「平成２８年度 勝浦市環境学習

会 勝浦の自然と生物の魅力 ～生物多様性の

保全と課題～」 （勝浦市役所） 講演．鈴木規

慈. 40 名 

2017.2.11 谷津干潟自然観察センター 「世界湿

地の日『音楽の夕べ 山本拓夫 木管六重奏

Halocline コンサート』」 （谷津干潟自然観察

センター） 講演．大木淳一. 86 名 

2017.2.12 八千代市「里山と生物多様性」 （八

千代市役所） 講演．熊谷宏尚. 20 名 

2017.2.12 自然観察大学 「増補改訂版!? 石こ

ろ博士入門」 （植調会館） 講演．大木淳一. 57

名 

2017.2.13 千葉市 「水辺の外来種問題について」

（千葉中央コミニュティセンター） 講演．古

川大恭. 20 名 

2017.2.25 神崎川を守るしろい八幡溜の会 「自

然観察会」（白井市） 観察会．古川大恭. 20

名 

2017.3.23 君津市立亀山中学校 「第 1 学年理科

大地の変動」 （清和県民の森・君津市立亀山

中学校） 観察会講師．大木淳一. 9 名 

 

 

・視察受け入れ（1件） 

2016.10.27 愛媛県議会環境保健福祉常任委員会 

「千葉県における生物多様性の保全に向けた

取組について」 9 名 

 

 

・研修生受け入れ（12 件） 

2016.8.8~8.12 インターンシップ  東京情報大学

1 名 

2016.8.15~8.19 インターンシップ 東京大学大学

院 1 名・武蔵野大学 1 名 

2016.8.22~8.26 インターンシップ  東邦大学 1 名
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2016.8.23~8.26・8.29 インターンシップ 東邦大

学 1 名 

2016.8.29~9.2 インターンシップ 東邦大学 2 名

2016.9.5~9.9 インターンシップ  東京情報大

学 1 名・千葉科学大学 1 名 

2016.9.12~9.16 インターンシップ  東邦大学 1

名・日本獣医生命科学大学 1 名 

2916.10.14・10.17・10.19～10.21 インターンシッ

プ 東京大学大学院 1 名 

 

 

○情報発信 

・展示等による情報発信（20 件） 

2016.5.24 千葉県印旛郡市土地改良協会通常総

会・研修会（千葉県印旛郡市土地改良協会） 

於：マロウドインターナショナルホテル成田 

2016.5.30~6.13  かまがや環境パネル展 2016（鎌

ヶ谷市）於：鎌ヶ谷市役所 1 階市民ホール 

2016.6.2~6.⒑  環境パネル展（船橋市環境フェア

実行委員会）於：船橋市役所１階美術コーナー 

2016.6.4 谷津干潟の日フェスタ（谷津干潟の日事

業実行委員会）於：谷津干潟自然観察センター 

2016.6.4 東京情報大学公開講座「里山のチカラ・

生き物のめぐみ」 於：東京情報大学メディア

ホール 

2016.6.5  いちかわ環境フェア 2016（市川市）於：

ニッケコルトンホール 

2016.6.11 第 19 回船橋市環境フェア（船橋市環境

フェア実行委員会）於：船橋市中央公民館 

2016.6.11 いんざい環境フェスタ（印西市）於：イ

オンモール千葉ニュータウンコスモス広場 

2016.6.12  第 19 回浦安市環境フェア（浦安市）

於：新浦安駅前広場 

2016.6.29   2016 ちばし環境フェスティバル（千

葉市）於：千葉市文化センターアートホール 

2016.9.22 エコメッセ 2016in ちば（エコメッセち

ば実行委員会）於：幕張メッセ国際会議場 

2016.10.4~10.13 第 8 回かまがや環フェア（鎌ヶ

谷市）於：鎌ヶ谷市役所 1 階市民ホール 

2016.10.9  いちはら環境フェスタ（いちはら環境

フェスタ実行委員会）於：市原市役所周辺 

2016.10.22 第 28 回印旛沼クリーンハイキング（な

りた環境ネットワーク）於：成田市甚兵衛公園 

2016.10.29 第 14 回印旛沼流域環境・体験フェア

（千葉県・印旛沼流域水循環健全化協議会）

於：佐倉ふるさと広場向かい側 

2016.11.3  第 3 回自然史フェスタ（千葉県立中央

博物館）於：千葉県立中央博物館 

2016.11.3 長南フェスティバル 2016（長南町）於：

長南町役場 

2016.11.20  第 25 回リサイクルフェア（富里市）

富里中央公園 

2016.12.3 かしわ環境フェスタ 2016（柏市・柏市

ストップ温暖化サポーター） 於：セブンパー

クアリオ柏 

2017.3.25~3.26 生物多様性の 10 年「グリーンウ

ェイブ 2017」キャンペーンイベント「遊ぶ。

暮らす。育てる。SATOYAMA & SATOUMI へ

行こう 2017」（国連生物多様性の 10 年日本委

員会 iki-tomo 推進事務局・国土緑化推進機構）

於：幕張メッセ国際展示場 

 

 

・マスコミを通じての情報発信（28 件） 

2016.4.1 ＮＨＫ 総合テレビ.「おはよう日本」．

カミツキガメ生息個体数の推定結果について

(熊谷宏尚)  

2016.4.1 ＴＢＳテレビ. Ｎスタ. カミツキガメ

生息個体数の推定結果について (熊谷宏尚)  

2016.4.13 千葉日報社. 千葉日報. ミヤコタナゴ

無許可飼育 (熊谷宏尚)  

2016.5.17 ＴＢＳテレビ. あさチャン. カミツキ

ガメ捕獲事業 (熊谷宏尚)  

2016.5.18 産経新聞社. 産経新聞. カミツキガメ

捕獲事業 (熊谷宏尚)  

2016.5.18 テレビ朝日. スーパーＪチャンネル. 

カミツキガメ捕獲事業 (熊谷宏尚)  

2016.5.19 讀賣新聞社. 讀賣新聞. カミツキガメ

捕獲事業 (熊谷宏尚) 
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2016.5.19 千葉日報社. 千葉日報. カミツキガメ

捕獲事業 (熊谷宏尚)  

2016.9.13 讀賣新聞社. 讀賣新聞. 「千葉の環境、

外 来 生 物 （ カ ミ ツ キ ガ メ ）」 (熊 谷 宏 尚) 

2016.9.29 千葉日報社. 千葉日報. 「ジャンボ

タニシの生態学ぶ 千葉県立長南小学校 県の

研究員が特別授業」 (大木淳一)  

2016.10.9 テレビ東京. 日曜ビッグバラエティ

「住民を守れ！駆除の達人９」. カミツキガメ

捕獲事業 (熊谷宏尚)  

2016.11.30 フジテレビ. カミツキガメ防除のた

めの任期付職員の採用 (熊谷宏尚)  

2016.12.30 ＮＨＫ 総合テレビ.「おはよう日本」．

カミツキガメ防除のための任期付職員の採用 

(熊谷宏尚)  

2017.2.15 日刊現代. 日刊ゲンダイ. カミツキガ

メ防除のための任期付職員の採用 (熊谷宏尚)  

2017.2.19 日本経済新聞社. 日本経済新聞. カミ

ツキガメの越冬期捕獲調査 (熊谷宏尚)  

2017.2.23 千葉日報社. 千葉日報. シャープゲン

ゴロウモドキの違法販売 (熊谷宏尚)  

2017.2.23 ＮＨＫ 首都圏ニュース８４５．カミツ

キガメの越冬期捕獲調査 (熊谷宏尚・今津健

志)  

2017.2.23 ＴＢＳテレビ. Ｎスタ. カミツキガメ

の越冬期捕獲調査 (熊谷宏尚・今津健志)  

2017.2.23 日本テレビ. News every. カミツキガ

メの越冬期捕獲調査 (熊谷宏尚・今津健志)  

2017.2.23 ドワンゴ. ニコニコニュース. カミツ

キガメの越冬期捕獲調査 (熊谷宏尚・今津健

志)  

2017.2.23 フジテレビ. みんなのニュース. カミ

ツキガメの越冬期捕獲調査 (熊谷宏尚・今津健

志)  

2017.2.23 千葉テレビ. ＮＥＷＳチバ９３０. カ

ミツキガメの越冬期捕獲調査 (熊谷宏尚・今津

健志)  

2017.2.24 朝日新聞社. 朝日新聞. カミツキガメ

の越冬期捕獲調査 (熊谷宏尚・今津健志) 

2017.2.24 ＴＢＳテレビ. あさチャン. みんなの

ニュース. カミツキガメの越冬期捕獲調査 

(熊谷宏尚・今津健志) 

2017.2.24 讀賣新聞社. 讀賣新聞. カミツキガメ

の越冬期捕獲調査 (熊谷宏尚・今津健志) 

2017.2.24 産経新聞社. 産経新聞. カミツキガメ

の越冬期捕獲調査 (熊谷宏尚・今津健志) 

2017.3.4 日本農業新聞社. 日本農業新聞. カミ

ツキガメの越冬期捕獲調査 (熊谷宏尚・今津健

志) 

2017.3.8 東京新聞社. 東京新聞. カミツキガメ

の越冬期捕獲調査 (熊谷宏尚・今津健志) 

 

 

・作成協力等（0件） 

 

 

◯研究業績等 

・熊谷宏尚 

教育普及書 

熊谷宏尚. 2017. 生物多様性センターは設置 10 周

年を迎えます. 生命のにぎわいとつながり（生

物多様性ちばニュースレター） 51: 1-2. 千葉

県自然保護課. 

委員等 

市川市教育委員会 市川市文化財保護審議会委員 

 

 

・御巫由紀 

学術報告書 

御巫由紀. 2017. 千葉県の保護上重要な野生生物 

千葉県レッドリスト植物・菌類編 2017 年改訂

版. 1-30.（分担執筆）千葉県自然保護課． 

教育普及書 

御巫由紀. 2016.房総のヒメコマツ観察会を開催し

ました. 生命のにぎわいとつながり（生物多様

性ちばニュースレター）  48: 3. 千葉県自然

保護課． 

御巫由紀. 2016. 平成 27 年度生命のにぎわい調査

フォーラムを開催しました. 生命のにぎわい
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とつながり（生物多様性ちばニュースレター）  

48: 3-4. 千葉県自然保護課． 

御巫由紀. 2016. 生命のにぎわい調査団の現地研

修会を開催しました「犬吠埼・君ヶ浜で生きも

のを観察しよう！」. 生命のにぎわいとつなが

り（生物多様性ちばニュースレター）  49: 3-4. 

千葉県自然保護課． 

御巫由紀. 2017. 生命のにぎわい調査調査団の現

地研修会を開催しました「香取神宮・水の郷さ

わら自然観察湿地」. 生命のにぎわいとつなが

り（生物多様性ちばニュースレター）  51: 3. 

千葉県自然保護課． 

御巫由紀. 2017. 千葉県の希少種（フクジュソウ）. 

生命のにぎわいとつながり（生物多様性ちばニ

ュースレター）  51: 4. 千葉県自然保護課． 

御巫由紀. 2017. 房総のヒメコマツ観察会を開催

しました. 生命のにぎわいとつながり（生物多

様性ちばニュースレター）  52: 3. 千葉県自

然保護課． 

御巫由紀. 2016. ニュージーランド報告. オール

ド ロ ー ズ と つ る ば ら の ク ラ ブ 会 報   177: 

13-18. 

御巫由紀. 2016. 日本の薔薇を知りたくて その

5 ： ツ ク シ イ バ ラ  Rosa multiflora var. 

adenochaeta「満開のツクシイバラの朝食会」. 

ガーデンダイアリー  5: 78-79. ㈲八月社． 

御巫由紀. 2016. 日本の薔薇を知りたくて その

6：テリハノイバラ Rosa luciae 「地を這うテ

リハノイバラ」. ガーデンダイアリー  6: 

104-105. ㈲八月社． 

御巫由紀. 2016. ヘリテージローズ保存のために

バラを訪ねて ニュージーランド講演の旅. 

マイガーデン  80: 6-25. マルモ出版． 

御巫由紀. 2017. ヒメコマツ系統保存サポーター

の募集について. KanHoKyo 96: 7-9. 一般社団

法人千葉県環境保全協議会． 

委員等 

木更津市教育委員会 木更津市文化財保護審議会

委員 

市川市公園緑地課 市川市緑の調査専門委員 

国営越後丘陵公園 国際香りのバラ新品種コンク

ール審査員 

非常勤講師 千葉大学非常勤講師 

千葉県環境生活部自然保護課 千葉県希少生物及

び外来生物に係るリスト作成検討会 種子植物

分科会委員 

 

 

・大木淳一 

学術論文・学術書 

大木淳一・佐久間亮成．2016．博学連携による校

内の石材を用いた学習プログラムの実践と検

証．地学教育と科学運動 77: 8-14. 

教育普及書 

大木淳一．2016．生物多様性ちば企業ネットワー

クの勉強会を開催しました．生命のにぎわいと

つながり（生物多様性ちばニュースレター）  

50: 3-4. 千葉県自然保護課. 

大木淳一．2017．達人に聞く!! 自然観察法のイロ

ハのイ『身近な石に地球を感じる』．Science 

Window  65: 32-33. 科学技術振興機構（東京

都千代田区）． 

大木淳一．2017．巻頭言 建物のない博物館活動

『房総の山のフィールド・ミュージアム』．学

芸員への誘いー日本女子大学博物館学芸員課

程年報 15: 2-3. 日本女子大学（東京都文京区）． 

研究発表 

大木淳一・武田康男. 2016.5. 千葉県九十九里浜

で 104 年ぶりに観測した上位蜃気楼. 平成 28

年度日本蜃気楼協議会研究発表会. 魚津埋没

林博物館（富山県魚津市）. 

大木淳一. 2016.10. 千葉県が取り組む絶滅危惧

種対策事業～シャープゲンゴロウモドキ・ヒメ

コマツ・ミヤコタナゴを例に～. 第 19 回自然

系調査研究機関連絡会議（NORNAC19）. もくせ

い会館（静岡県職員会館，静岡市）. 

大木淳一. 2017.1. 千葉県が取り組む絶滅危惧種

対策事業～シャープゲンゴロウモドキ・ヒメコ

マツ・ミヤコタナゴを例に～. 淡水魚保全シン

ポジウム. いすみ市大原文化センター.



他機関への支援活動・研究業績等 
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・髙山順子 

教育普及書 

髙山順子. 2017. 千葉県の希少種（カワスナガニ）．

生命のにぎわいとつながり（生物多様性ちばニ

ュースレター）  52: 4. 千葉県自然保護課． 

 

 

・酒井さと子 

教育普及書 

酒井さと子. 2016. 生物多様性ちばニュースレタ

ー50 号の発行を迎えて. 生命のにぎわいとつ

ながり（生物多様性ちばニュースレター）  50: 

1-2. 千葉県自然保護課. 

酒井さと子. 2017. 千葉県と連携大学との研究成

果発表会を開催しました. 生命のにぎわいと

つながり（生物多様性ちばニュースレター）  

51: 3-4. 千葉県自然保護課. 

 

 

・鈴木規慈 

学術報告 

Saitoh K., Suzuki N., Ozaki M., Ishii K., Sado 

T., Morosawa T., Tsunagawa T., Tsuchiya M., 

2017. Natural habitats uncovered? -Genetic 

structure of known and newly localities of 

the endangered bitterling Pseudorhodeus 

tanago (Cyprinidae). Nature Conservation 

17: 19-33. 

教育普及書 

鈴木規慈. 2016. 平成 27 年度ミヤコタナゴ保全シ

ンポジウムを開催しました. 生命のにぎわい

とつながり（生物多様性ちばニュースレター）  

48:1-2. 千葉県自然保護課. 

鈴木規慈. 2017. 千葉県におけるミヤコタナゴの

回復に向けた取組. 生命のにぎわいとつなが

り（生物多様性ちばニュースレター） 52:1-3. 

千葉県自然保護課. 

研究発表 

Saitoh K., Suzuki N., Ozaki M., Ishii K., Sado 

T., Morosawa T., Tsunagawa T., Tsuchiya M. 

2016.5. Population genetic analysis of an 

endangered bitterling Tanakia tanago by 

means of mtDNA sequencing special reference 

to characterization of newly found 

populations. 2016 Annual meeting of the 

Ichthyological Society of Taiwan and the 

Asian Society of Ichthyologists. 台北南港

展覧館 (中華民国台北市）.  

鈴木規慈. 2016.9. 千葉県におけるミヤコタナゴ

の現状とその保全の課題. 日本魚類学会公開

シンポジウム. 岐阜大学.  

鈴木規慈. 2016.11. 中型獣類の効果的な対策手法

を探る －対象種の繁殖生態に着目して－. 平

成 28 年度千葉県と連携大学との研究成果発表

会. 千葉科学大学（銚子市）.  

鈴木規慈. 2016.12. 「国内希少外来種」問題の現

状と展望 －絶滅危惧種ヒナモロコを例に－. 

第１回関東淡水魚類研究会. 上郷森の家（横浜

市）.  

鈴木規慈. 2016.12. 小型淡水魚類の保全と展望 

～氾濫原のコイ科魚類に着目して～. 魚類系統研

究会. 北海道大学北方生物圏フィールド科学

センター 苫小牧研究林.  

鈴木規慈・村上 裕. 2017.3. 行政の生態学 ～生

物多様性の主流化とその課題～. 第 64 回日本

生態学会全国大会. 早稲田大学（新宿区）.  

 

 

・古川大恭 

教育普及書 

古川大恭．2016．千葉県の外来種（ハクレン）．生

命のにぎわいとつながり（生物多様性ちばニュ

ースレター）  50: 4. 千葉県自然保護課. 

研究発表 

西原昇吾・永幡嘉之・古川大恭・小野田晃治・北

野忠・苅部治紀. 2017.3.東北地方の止水域に

おける複数の侵略的外来種の分布拡大と水生
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昆虫への影響. 日本生態学会第 64 回全国大会. 早

稲田大学（新宿区）. 

委員等 

松戸市 手賀沼流域フォーラム観察会講師 

相模原市 八瀬川観察会講師など 

 

 

・栗田隆気 

 

教育普及書 

栗田隆気. 2016. 授業に役立つ生物多様性研修を

開催しました. 生命のにぎわいとつながり（生

物多様性ちばニュースレター）  48:3. 千葉県

自然保護課. 

栗田隆気. 2016. 千葉県の外来生物（ウシガエル）. 

生命のにぎわいとつながり（生物多様性ちばニ

ュースレター）  48:4. 千葉県自然保護課. 
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